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お買い上げいただきありがとうござい
ます。

電気製品は、安全のための注意
事項を守らないと、火災や人身事

故になることがあります。
この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注
意事項と製品の取り扱いかたを示しています。こ
の取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全に
お使いください。お読みになったあとは、いつで
も見られるところに必ず保管してください。 
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安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。
しかし、電気製品はすべて、間違った使いかたをす
ると、火災や感電などにより人身事故になることが
あり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお
守りください。

m

2～ 5ページの注意事項をよくお読みください。製
品全般の注意事項が記載されています。
6ページの「使用上のご注意」もあわせてお読みく
ださい。

設置時や 1年に 1度は、電源コードに傷みがない
か、コンセントと電源プラグの間にほこりがたまっ
ていないか、プラグがしっかり差し込まれているか、
などを点検してください。

動作がおかしくなったり、ACアダプターや電源
コードなどが破損しているのに気づいたら、すぐに
お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご
依頼ください。

安全のための注意事項を守る

定期的に点検する

故障したら使わない

万一、異常が起きたら

変な音・においが
したら、
煙が出たら ,

a 電源を切る
b 電源プラグを
コンセントか
ら抜く

c お買い上げ店
またはソニー
サービス窓口
に修理を依頼
する

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、
次のような表示をしていま
す。表示の内容をよく理解
してから本文をお読みくだ
さい。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電・破裂
などにより死亡や大けがな
どの人身事故が生じます。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電などに
より死亡や大けがなど人身
事故の原因となります。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号



運転中は使用しない
自動車、オートバイなどの運転をし
ながらヘッドホンを使用したり、
ディスクを再生したり、液晶画面を
見ることは絶対におやめください。
交通事故の原因となります。また、運転中以
外でも、踏切や駅のホーム、車の通る道、工
事現場など、周囲の音が聞こえないと危険な
場所では使わないでください。

分解や改造をしない
火災や感電、けがの原因となること
があります。特に、本機に使われて
いるレーザー光が目に当たると危険
です。
, 内部の点検や修理はお買い上げ店または
ソニーサービス窓口にご依頼ください。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感
電の原因となります。
• 製品と壁や棚との間にはさみ込ん
だりしない。

• 電源コードを加工したり、傷つけたりしな
い。

• 重いものをのせたり、引っ張ったりしな
い。

• 熱器具に近づけない。加熱しない。
• 移動させるときは、電源プラグを抜く。
• 電源コードを抜くときは、必ずプラグを
持って抜く。

, 万一、電源コードが傷んだら、お買い上
げ店またはソニーサービス窓口に交換を
ご依頼ください。

湿気やほこりの多い場所や、油煙や湯
気のあたる場所には置かない
上記のような場所に置くと、火災や
感電の原因となることがあります。
特に風呂場や加湿器のそばなどでは
絶対に使用しないでください。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原因となりま
す。
本機や ACアダプターの上に花瓶な
ど水の入ったものを置かないでくだ
さい。また、本機や ACアダプター
を水滴のかかる場所に置かないでく
ださい。
, 万一、水や異物が入ったときは、すぐに本

体の電源スイッチを切り、電源プラグをコ
ンセントから抜き、お買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口にご相談ください。

付属以外の ACアダプターやカーア
ダプターを使わない
火災や感電の原因となります。

本体や ACアダプター、カーアダプ
ターを布団などでおおった状態で使
わない
熱がこもってケースが変形したり、
火災の原因となることがあります。

雷が鳴り出したら、本体や電源プラグ
には触れない
感電の原因となります。

ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることがあります。

本機を廃棄する場合は、一般ごみに混
ぜて捨てない
本機はリチウムイオン電池を内蔵し
ていますので、ゴミ収集作業などで
衝撃や圧力が加わり、漏液、発熱、
発火、破裂などの危険があります。
不要になった場合は、ソニーサービス窓口に
ご相談のうえ、リサイクルにご協力くださ
い。廃棄する場合は、地方自治体の条例など
に従ってください。

下記の注意事項を守らないと
火災・感電により死亡や
大けがの原因となります。

, 次のページにつづく
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通電中、本体や ACアダプター、カー
アダプターに長時間ふれない
温度が相当上がることがあります。
長時間皮膚がふれたままになってい
ると、低温やけどの原因となること
があります。

液晶画面に強い力や衝撃を与えない
液晶画面はガラス製のため、強い衝
撃を与えると割れてけがの原因とな
ることがあります。

本体に強い衝撃を与えない
故障の原因となることがあります。

液晶画面を長時間つづけて見ない
液晶画面を長時間続けて見ると、目
が疲れたり、視力が低下するおそれ
があります。液晶画面を見続けて体
の一部に不快感や痛みを感じたとき
は、すぐに本機の使用をやめて休息してくだ
さい。
, 万一、休息しても不快感や痛みがとれな
いときは医師の診察を受けてください。

大音量で長時間続けて聞かない
耳を刺激するような大きな音量で長
時間続けて聞くと、聴力に悪い影響
を与えることがあります。特にヘッ
ドホンで聞くときにご注意ください。
, 呼びかけられたら気がつくくらいの音量
で聞きましょう。

はじめからボリュームを上げすぎな
い
突然大きな音が出て耳をいためるこ
とがあります。ボリュームは徐々に
上げましょう。

乳幼児の手の届かない場所に置く
液晶画面の開閉時やディスクぶたを
閉じるときなどに手をはさまれ、け
がの原因となることがあります。お
子さまがさわらぬようにご注意くだ
さい。

回転しているディスクにはさわらな
い
ディスクぶたを開けると、ディスク
が回転していることがあります。回
転しているディスクにさわると、け
がの原因となることがあります。

ひび割れ、変形したディスクや補修し
たディスクを再生しない
本体内部でディスクが破損し、けが
の原因となることがあります。

長期間使わないときは、電源プラグを
抜く
長期間使用しないときは安全の
ため電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。絶縁劣化、
漏電などにより火災の原因とな
ることがあります。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込んだまま、
お手入れをすると、感電の原因
となることがあります。

下記の注意事項を守らないとけがをしたり周辺の
家財に損害を与えたりすることがあります。



内蔵バッテリーやリモコン用電池の
液が漏れたときは素手で液をさわら
ない
電池の液が目に入ったり、身体や衣
服につくと、失明やけが、皮膚の炎
症の原因となることがあります。液
の化学変化により、時間がたってか
ら症状が現れることがあります。

必ず次の処理をする
, 液が目に入ったときは、目をこ
すらず、すぐに水道水などのき
れいな水で充分洗い、ただちに
医師の治療を受けてください。

, 液が身体や衣服についたときは、すぐに
きれいな水で充分洗い流してください。
皮膚の炎症やけがの症状があるときは、
医師に相談してください。

リモコン用電池は充電しない
破裂したり、液が漏れたりして、け
がややけどの原因となることがあり
ます。

火の中に入れない、加熱・分解・改造し
ない、水でぬらさない
破裂したり、液が漏れたりして、け
がややけどの原因となることがあり
ます。

火のそばや直射日光のあたるところ、
炎天下の車中など、高温の場所で使
用、保管、放置しない
破裂したり、液が漏れたりして、け
がややけどの原因となることがあり
ます。

リモコン用電池は乳幼児の手の届か
ない所に置く
電池は飲み込むと、窒息や胃などへ
の障害の原因となることがあります。
, 万一、飲み込んだときはただち
に医師に相談してください。

指定以外のリモコン用電池を使わな
い、新しい電池と使用した電池または
種類の違う電池を混ぜて使わない
電池の性能の違いにより、破裂した
り、液が漏れたりして、けがややけ
どの原因となることがあります。

使い切ったときや、長期間使用しない
ときは、リモコン用電池を取りはずす
電池を入れたままにしておくと、過
放電により液が漏れ、けがややけど
の原因となることがあります。

リモコン用電池は＋と－の向きを正
しく入れる
＋と－を逆に入れると、ショートし
て電池が発熱や破裂をしたり、液が
漏れたりして、けがややけどの原因
となることがあります。

リモコンの電池フタを開けて使用し
ない
リモコンのフタを開けたまま使用す
ると、漏液、発熱、発火、破裂など
の原因となることがあります。

電池についての安全上のご注意
液漏れ・破裂・発熱・発火・誤飲による大けがや失明
を避けるため、下記の注意事項を必ずお守りください。
5
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使用上のご注
意

本機の取り扱いについて
• ディスクテーブルのレンズ
には指を触れないでくださ
い。また、ホコリがつかな
いように、ディスクの出し
入れ以外はふたを必ず閉じ
ておいてください。

• ほこりや、たばこの煙が多
い場所では使用しないでく
ださい。ほこりや、たばこ
のヤニが本体内部の部品
（レンズなど）に付いて、
故障の原因となります。

• ディスクぶたを開けたとき
に、ディスクがまだ回転し
ているときは、ディスクの
回転が停止してから、ディ
スクを取り出してくださ
い。

• 落としたり重いものを乗せ
たりしないでください。本
機に強いショックを与えた
り、圧力をかけたりしない
でください。ディスクに傷
がついたり、本機の故障の
原因となることがありま
す。

• 次のような場所には置かな
いでください。
–直射日光が当たる場所や
暖房器具の近くなど、温
度が非常に高い所。

–直射日光下で窓を閉め
切った自動車内（特に夏
季）。

–本棚のような狭い所。
–電子レンジや大音量ス
ピーカーなど磁気の強い
ものから近い所。

–ホコリの多い所。
–ぐらついた台の上や傾い
た所。

–振動の多い所。
–風呂場など、湿気の多い
所。

結露（露つき）について
結露とは空気中の水分が冷
えた金属の板などに付着し、
水滴となる現象です。本機
を戸外など寒冷な場所から
室内へ持ち込むと、本機の
液晶画面や内部に結露が起
こることがあります。
結露が起きた場合、液晶画
面をティッシュペーパー等
でよく拭き、結露がなくな
るまで、そのまま約 30分
（本機が室温に温まるまで）
放置してください。結露が
あるときにご使用になると、
故障の原因になります。

残像現象（画像の焼きつ
き）のご注意
本機のメニュー画面などの
静止画を液晶画面やテレビ
画面に表示したまま長時間
放置しないでください。画
面に残像現象を起こす場合
があります。

液晶画面について
• 液晶画面は非常に精密度の
高い技術でつくられていま
すが、黒い点が現れたり、
赤や青、緑の点が消えない
ことがあります。故障では
ありません。

• 液晶画面に物を載せたり、
落としたりしないでくださ
い。また手やひじをついて
体重をかけないでくださ
い。

• 液晶画面の表示面をカッ
ターや鋭利な刃物で傷つけ
ないでください。

内蔵バッテリーについて
• バッテリーには寿命があり
ます。使用回数を重ねた
り、時間の経過によって
バッテリーの容量は少しず
つ低下します。使用できる
時間が通常の半分くらいに
なったときは、寿命と思わ
れます。ソニーの相談窓口
（裏表紙）へお問い合わせ
ください。 

• 寿命は、保管方法、使用状
況や環境によってバッテ
リーごとに異なります。

• 本機を長期間使わない場
合、電池の劣化を防ぐた
め、半年から 1年ごとに充
電するようにしてくださ
い。

ACアダプターやカーア
ダプターについて
• 付属以外のアダプターを使
用しないでください。故障
の原因となります。

• アダプターを分解または改
造しないでください。

• アダプターの金属部分に触
れないでください。特に金
属物で触れるとショートし
てアダプターが損傷するこ
とがあります。

ACアダプターはコンセン
トの近くでお使いくださ
い。本機をご使用中、異常
なにおい、煙が出たときは
すぐにコンセントから電源
プラグを抜き、電源を遮断
してください。
通常、本体の電源スイッチ
で電源を切っただけでは、
完全に電源から切り離せま
せん。



本機を海外へお持ちにな
るときは
付属の ACアダプターは
100～ 240Vの電源電圧に
対応しています。コンセン
トの形にあった ACプラグ
アダプターをご用意いただ
ければ、海外でも使用でき
ます。
なお、電子式変圧器（トラ
ベルコンバーター）は故障
の原因となるので使わない
でください。

再生を開始するときは
音量を必ず下げておきま
しょう。初めから音量を上
げていると思わぬ大きな音
が出てスピーカーを破損さ
せたり、ヘッドホンで聞い
ている場合には耳を傷める
おそれがあります。

映画や音楽を楽しむとき
は
映画や音楽をお楽しみにな
るときは、隣近所に迷惑が
かからないような音量でお
聞きください。特に、夜は
小さめな音でも周囲にはよ
く通るものです。窓を閉め
たり、ヘッドホンをご使用
になるなどお互いに心を配
り、快い生活環境を守りま
しょう。

本体のお手入れについて
• キャビネットの汚れは、中
性洗剤を少し含ませた柔ら
かい布で拭いてください。
シンナーやベンジン、アル
コールなどは表面を傷めま
すので使わないでくださ
い。化学ぞうきんをお使い
になるときは、その注意書
きに従ってください。

• 液晶画面は、乾いた柔らか
い布で軽く拭いてくださ
い。汚れてきたと思った
ら、こまめに拭くように心
がけてください。濡れたも
ので液晶画面を拭かないで
ください。内部に水が入る
と故障の原因となります。

• 画像が乱れたり、音飛びが
するときは、レンズにゴミ
やほこりがたまっている場
合があります。このとき
は、市販のカメラレンズ用
のブロワーブラシで、レン
ズのクリーニングをしてく
ださい。クリーニングをす
るときは、レンズに直接触
れないようご注意くださ
い。

クリーニングディスクに
ついて
レンズ用のクリーニング
ディスクは、本機では使わ
ないでください。故障する
おそれがあります。

ディスクの取り扱いにつ
いて
• 再生面に手を触れないよう
に持ちます。

• 直射日光が当る所など温度
の高い所、湿度の高い所、
直射日光が当たって高温に
なった車内には置かないで
ください。

• ケースに入れて保存してく
ださい。

• 柔らかい布でディスクの中
心から外の方向へ軽く拭き
ます。汚れがひどいとき
は、水で少し湿らせた柔ら
かい布で拭いた後、さらに
乾いた布で水気を拭き取っ
てください。

• ベンジンやレコードクリー
ナー、静電気防止剤など
は、ディスクを傷めること
がありますので、使わない
でください。

• ラベル印刷したディスクは
印刷が乾いてからお使いく
ださい。

• 次のようなディスクは使用
できません。
–円形以外の特殊な形状
（カード型、ハート型、
星型など）をしたディス
ク

–紙やシールの貼られた
ディスク

–セロハンテープやレンタ
ルディスクのラベルなど
の糊がはみ出したり、は
がした跡のあるディスク

, 次のページにつづく
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HDMI OUT（出力）端
子につなぐときのご注意
次のような場合、HDMI 
OUT（出力）端子やコネク
ターを破損させるおそれが
ありますのでご注意くださ
い。
• ケーブルを差し込むとき
は、本体右側面の HDMI 
OUT（出力）端子とコネ
クターの形や向きに注意し
てください。

• 本機を移動させるときは、
必ずHDMIケーブルを抜
いてください。

• HDMIケーブルを抜き差し
するときは、コネクターを
まっすぐ持ってください。
コネクターをねじ曲げた
り、HDMI OUT（出力）
端子に強く押しこんだりし
ないでください。

Cinaviaの通告
この製品は Cinavia技術を
利用して、商用制作された
映画や動画およびそのサウ
ンドトラックのうちいくつ
かの無許可コピーの利用を
制限しています。無許可コ
ピーの無断利用が検知され
ると、メッセージが表示さ
れ再生あるいはコピーが中
断されます。

Cinavia技術に関する詳細
情報は、http://
www.cinavia.comの
Cinaviaオンラインお客様
情報センターで提供されて
います。Cinaviaについて
の追加情報を郵送でお求め
の場合、Cinavia 
Consumer Information 
Center, P.O. Box 86851, 
San Diego, CA, 92138, 
USAまではがきを郵送して
ください。

コネクターが逆さになって
いる

曲がっている
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各部の名前
利用できる機能は、ディスクや使用状
況によって異なります。

ちょっと一言
VOLUME（音量）＋ボタンとN（再生）
ボタンには凸（突起）がついています。操作
の目印としてお使いください。

A 液晶画面

B VOLUME（音量）＋ /－
音量を調節します。

C リモコン受光部

D N（再生）
再生します。

X（一時停止）
一時停止または再生を再開します。

x（停止）
再生を停止すると同時に、停止した
位置を記憶します（つづき再生）。
再開する位置は、映像／音楽では最
後に停止した位置、写真では最後に
再生した写真ファイルになります。

./>（前／次）
前または次のチャプター／トラック
／ファイルの先頭に進みます。
本体の./>ボタンを押し続け
ると、早戻し再生または早送り再生
します。

E HOME（ホーム）
ホームメニューを表示します。
ホームメニューのカテゴリーアイコ
ン上で押すと、壁紙を表示します。

TOP MENU（トップメニュー）
BDや DVDのトップメニューを表
示または閉じます。

POP UP/MENU（ポップアップ
／メニュー）
BD-ROMのポップアップメニュー
や DVDのメニューを表示または閉
じます。

OPTIONS（オプション）（20
ページ）
表示画面で使用できるオプション機
能を画面に表示または閉じます。

RETURN（戻る）
ひとつ前の画面に戻ります。

本体



</M/m/,
上下左右に動かして項目を選びま
す。

ENTER（決定）
選んだ項目を決定します。

F DISPLAY（ディスプレイ）（19
ページ）
再生情報を画面に表示します。

G SOUND（サウンド）
押すたびに以下の 4 種類のサウン
ドモードに切り換わります。
本体スピーカーおよびヘッドホンか
ら出力する音声に効果があります。
• スタンダード：標準的な音の設定
です。

• ダイナミック：迫力のある音にな
ります。

• ダイナミックサラウンド：広がり
感のある音になります。

• クリアボイス：台詞などが聞きや
すくなります。

H スピーカー

I ディスクぶた

J OPEN（開く）ボタン
ディスクぶたが開きます。

K PUSH CLOSE
ディスクぶたを閉じます。

L POWER（電源）ランプ
電源を入れると点灯します。

M CHARGE（充電）ランプ
充電中に点灯します。
バッテリーが消耗すると点滅しま
す。

N HOLD（ホールド）ランプ
[/1/HOLD（電源／ホールド）ス
イッチが HOLD（ホールド）方向
に設定されているときに点灯しま
す。

O [/1/HOLD（電源／ホールド）ス
イッチ
• 本機の電源を入れる、またはスタ
ンバイ状態にします。

• HOLD（ホールド）の方向へ設定
すると、本体のボタン操作を無効
にできます。リモコンでの操作は
できます。

P PHONES（ヘッドホン）端子
A、B

Q （USB）端子
USB機器をつなぎます。

R AUDIO IN/OUT（音声入出力）
端子

S VIDEO IN/OUT（映像入出力）
端子

T HDMI OUT（出力）端子

U LAN（100）端子

V DC IN 14.3V（入力）端子
ACアダプターやカーアダプターを
つなぎます。

, 次のページにつづく
 11 
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ちょっと一言
数字ボタン「5」、AUDIO（音声）ボタン、
VOLUME（音量）＋ボタン、およびN

（再生）ボタンには凸（突起）がついていま
す。操作の目印としてお使いください。

W 数字ボタン（0～ 9）
タイトル／チャプター番号などを入
力します。

AUDIO（音声）（25ページ）
視聴している BD-ROMや DVDビ
デオにセリフが複数の言語で録音さ
れている場合、言語を選べます。
CDでは音声トラックを選べます。

SUBTITLE（字幕）（25ページ）
視聴している BD-ROMや DVDビ
デオに字幕が複数の言語で記録され
ている場合、言語を選べます。

X カラーボタン（青、赤、緑、黄）
各種メニューへショートカットでき
ます。

Y m/M（早戻し／早送り）
• 再生中に押すと、早送り再生また
は早戻し再生します。ビデオ再生
中は、押すたびに速さが切り換わ
ります。

• 一時停止中に 1秒以上押すと、ス
ロー再生します。

• 一時停止中に軽く押すと、コマ送
り再生します。

Z / （10秒戻し／ 15秒送り）
10秒前に戻る、または 15秒先に
進みます。

wj [/1（電源）
本機の電源を入れる、またはスタン
バイ状態にします。

HOME（ホーム）ボタンを押すと、
ホームメニューが表示されます。
</,でカテゴリーを選んでください。
M/mで項目を選び、ENTER（決定）ボ
タンを押してください。

（設定）：本機の設定を変更します。
（フォト）：写真を再生します。
（ミュージック）：音楽を再生しま

す。
（ビデオ）：映像を再生します。
（外部入力）：他の機器からの映像お

よび音楽を再生します。

リモコン

ホームメニュー画面

項目 カテゴリー



液晶画面を回転して折
り重ねる
液晶画面を垂直の位置になるまで開き、
ゆっくりと時計回りに 180度回転させ
ます。

液晶画面を時計回りに 180度回転させ
た後で、本体の上に液晶画面を押し倒
します。その位置で液晶画面は上向き
になります。

液晶画面を元の位置に戻すには
液晶画面を垂直の位置まで開き、ゆっ
くりと反時計回りに回転させます。

• 使用後は、液晶画面を元の位置に戻してく
ださい。突然の衝撃などによって液晶画面
を傷つける場合があります。

• 液晶画面を閉じている状態や倒した状態
で、回転させないでください。本体が傷つ
く場合があります。

ご注意
13



14
準備

付属品を確認する
次の付属品がそろっているか確認して
ください。
• 電源コード（1 本）
• ACアダプター（1個）
• カーアダプター（1個）
• 映像／音声ケーブル（ミニプラグ ×2 

tピンプラグ ×3）（1本）
• リモコン（1個）
• 単 3形（R6）乾電池（2個）
• 保証書（1部）

リモコンを準備する
リモコンに単 3形（R6）乾電池を 2
個入れます。3と#の向きをリモコン
の表示に合わせてください。

充電する
本機をはじめて使用するときや、バッ
テリーが消耗したときには、充電して
ください。

ACアダプターを本機につなぐ。
充電が始まると、CHARGE（充電）
ランプがオレンジ色に点灯します。

充電が終わると、CHARGE（充電）
ランプが消灯します。
ACアダプターを取りはずしてくださ
い。

ちょっと一言
電源が入っていても充電はできますが、充電
時間が長くかかります。充電だけをしたい場
合は、電源を切って充電することをおすすめ
します。

• 付属の電源コードは本機専用です。他の電
気機器では使用できません。

• 充電は周囲の温度が 5 ℃～ 35 ℃の環境で
行ってください。

ご注意

ACアダプター
（付属）

壁のコンセントへ

電源コード
（付属）



準
備

充電時間と再生時間
充電時間：約 6時間
再生時間：約 5時間

以下の条件での最長連続再生時間の目
安です。
• 充電時間

–常温（20 ℃）
–電源オフ

• 再生時間
–常温（20 ℃）
–ヘッドホン使用
–バックライトの調整を最小に設定
周囲の温度やバッテリーの状態により、
充電時間が長くなったり、使用時間が
短くなることがあります。

バッテリーの残量を確認するには
ACアダプターを取りはずしてくださ
い。さらに、再生中は DISPLAY
（ディスプレイ）を押してください。
バッテリーマークが表示されます。
バッテリーが消耗すると、「 」が表
示されるか、CHARGE（充電）ラン
プが点滅します。

カーアダプターを使う
付属のカーアダプターは、12 Vマイナ
スアース車専用です（24 Vおよびプラ
スアース車では使えません）。

カーアダプターをつなぐ。

車内での使用後は
シガーソケットからカーアダプターを
抜いてください。

• 運転者は、運転中にカーアダプターをつな
いだり抜いたりしないでください。

• 運転者の邪魔にならないようにコードを配
置してください。また運転者から見える位
置に液晶画面を設置しないでください。

• シガーソケットは清掃してから使用してく
ださい。汚れていると、接続不良や故障の
原因となる場合があります。

• カーアダプターをつないで本機を使用する
場合は、自動車のエンジンをかけた状態で
使用してください。自動車のエンジンを止
めた状態で使用すると、自動車のバッテ
リーが放電してしまう場合があります。

• 自動車内に本機や付属品を置いたままにし
ないでください。

満充電 バッテリー切れ

ご注意

カーアダプター（付属）

シガーソケットへ
15
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ネットワークにつなぐ
LANケーブルを LAN（100）端子に
つなぎ、本機をインターネットにつな
ぎます。
BD-LIVEを楽しんだり、ネットワーク
アップデートを行ったりできます。

ネットワークの設定をするには
［通信設定］の［ネットワーク設定］で
［有線 LAN設定］を選び（27ペー
ジ）、画面の指示にしたがって設定して
ください。

その他の機器につなぐ
本機をテレビやその他の機器につない
で、さらに映像を楽しめます。

• 他の機器とつないだときは、サウンドモー
ドは切り換わりません。

• つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。
• 本機の電源を切ってから、つないでくださ
い。

ADSLモデム／
ケーブルモデム

ブロードバンド
ルーター

LANケーブル
（別売り）

インター
ネット

ご注意

テレビで映像を楽しむ

1 本機とテレビやモニターを映像
／音声ケーブルまたはHDMI
ケーブルを使ってつなぐ。

テレビやモニターの
HDMI入力端子へ

映像／音声ケーブル
（付属）

HDMIケーブル
（別売り）または

テレビやモニターの
映像／音声入力端子へ



準
備

ちょっと一言
• 同じつなぎかたで AVアンプにつなぐこと
もできます。

• HDMIケーブルでつなぐと、高品質デジタ
ル映像と音声を楽しめます。

• 本機はテレビに直接つないでください。本
機からビデオデッキなどを経由してテレビ
に信号を出力すると、著作権保護システム
の影響により、映像が乱れる場合がありま
す。

• HDMIケーブルでつなぐと、本体のスピー
カーおよびヘッドホンからは音声が出力さ
れません。

ホームメニューに戻るには
HOME（ホーム）ボタンを押してくだ
さい。

2 本機の電源を入れる。
HDMI接続のときは、［映像設定］
の［HDMI/LCD映像解像度］の
設定が正しいか確認してください
（23ページ）。

ご注意

他の機器からの映像を楽し
む

1 本機とビデオやビデオカメラを
映像／音声ケーブルを使ってつ
なぐ。

2 本機の電源を入れる。

ビデオやビデオカメラの
映像／音声出力端子へ

映像／音声ケーブル（付属）

3 </,を押してホームメニュー
の （外部入力）を選び、
ENTER（決定）ボタンを押す。
17
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再生

ディスクを再生する
再生できるディスクについては、「再生
できるディスク」（32ページ）をご覧
ください。

ちょっと一言
早送り再生やスロー再生もできます（10、
12ページ）。

BD-LIVEロゴ *が記載された BD-
ROMには、スペシャルコンテンツ
（BONUSVIEW）や、ネットワークか
らダウンロードして楽しむコンテンツ
（BD-LIVE）などが用意されているも
のがあります。

*

ちょっと一言
USBメモリー内のデータを消去するには、
（ビデオ）で［BDデータ消去］を選び、

ENTER（決定）ボタンを押してください。
budaフォルダー内のすべてのデータが消去
されます。

1 液晶画面を開き、電源を入れる。

2 OPEN（開く）ボタンを押して
ディスクぶたを開き、ディスク
をはめ込む。
再生したい面を下にして、カチッ
と音がするまではめ込みます。レ
ンズ部には触れないよう、ご注意
ください。

3 ディスクぶたを閉じる。
再生が始まります。
再生が自動的に始まらない場合は、
（ビデオ）、（ミュージック）、

または （フォト）で を選び、
ENTER（決定）ボタンを押してく
ださい。

再生面を下に レンズ部

BONUSVIEW（ボーナス
ビュー）や BD-LIVE（BD
ライブ）を楽しむ

1 USBメモリーをUSB端子に差
し込む（11ページ）。
容量 1GB以上の USBメモリーを
ローカルストレージとして使用し
てください。

2 BD-LIVEの準備をする（BD-
LIVEのみ）。
• 本機をネットワークにつないでく
ださい（16ページ）。

•［BDインターネット接続］を
［許可する］に設定してください
（25ページ）。

3 BONUSVIEW（ボーナス
ビュー）や BD-LIVE（BDライ
ブ）対応の BD-ROMを入れる。
操作方法はディスクによって異な
ります。ディスクに付属の取扱説
明書をご覧ください。



再
生

DISPLAY（ディスプレイ）ボタンを押
すと、再生情報などを確認できます。
ディスクの種類や本機の状態によって、
表示される情報は異なります。

例：BD-ROMの場合

A 画面アングル

B タイトル番号またはタイトル名

C 音声設定

D 使用可能な機能（ アングル／
音声／ 字幕／ バッテ

リー残量）

E 再生モード／再生位置表示バー／
ディスクの種類／ビデオコーデッ
ク／ビットレート／リピート設定
の種類／経過時間／総時間

F チャプター番号

USB機器を再生する
USB機器内のビデオ、音楽、写真を再
生できます。
再生できるUSB機器については、「再
生できるファイルの種類」（33ページ）
をご覧ください。

再生情報を表示する

1 USB機器を USB端子につな
ぐ。
つなぐ前に USB機器の取扱説明
書をご覧ください。

2 </,を押して、ホームメ
ニューの （ビデオ）、 
（ミュージック）、または 
（フォト）を選ぶ。

3 M/mを押して （USB機器）を
選び、ENTER（決定）ボタン
を押す。

USB機器
19
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さまざまなオプション
OPTIONS（オプション）ボタンを押
すと、さまざまな設定や再生中の操作
ができます。表示されるオプションは、
使用状況によって異なります。

共通オプション

（ビデオ）のみ

（ミュージック）のみ

項目 できること
画面モード
（本機の液晶
画面）

• 画面サイズ：画面のサ
イズを変更します。
［ノーマル］、［フル］、
または［ズーム］を選
びます。

• バックライト：画面の
明るさを調整します。

• コントラスト：画面の
明暗を調整します。

• 色あい：画面の赤と緑
のバランスを調整しま
す。

• 色の濃さ：画面の色の
濃さを調整します。

• 初期値：各設定値を工
場出荷時の値に戻しま
す。

リピート設定 リピートモードを設定し
ます。

再生／
再生停止

再生を開始または停止し
ます。

始めから再生 タイトルを始めから再生
します。

項目 できること
画音同期調整 映像と音声とのずれを補

正します。音声出力を映
像出力より遅らせます
（0～ 120ミリ秒）。

再生一時停止 再生を一時停止します。
トップメ
ニュー

BDや DVDのトップメ
ニューを表示します。

メニュー／
ポップアップ

BD-ROMのポップアッ
プメニューやDVDのメ
ニューを表示します。

タイトルサー
チ

BD-ROMや DVDビデ
オのタイトルを検索し、
先頭から再生します。

チャプター
サーチ

チャプターを検索し、先
頭から再生します。

映像切換 BD-ROMや DVDビデ
オに他のアングルからの
映像が記録されている場
合、映像を切り換えます。

音声言語 視聴している BD-ROM 
や DVD ビデオにセリフ
が複数の言語で録音され
ている場合、言語を切り
換えます。

字幕言語 視聴している BD-ROM 
や DVD ビデオに字幕が
複数の言語で記録されて
いる場合、言語を切り換
えます。

項目 できること
スライド
ショーの
BGM登録

USBメモリー内の音楽
ファイルを、スライド
ショーの BGMに登録し
ます。



再
生

（フォト）のみ
項目 できること
スライド
ショーの速さ

スライドショーの速さを
設定します。

スライド
ショーの効果

スライドショーの表示方
法を設定します。

スライド
ショーの
BGM

• 切：BGMを設定しませ
ん。

• My Music（USB）：
［スライドショーの
BGM登録］で登録した
音楽ファイルを BGM
に設定します。音楽
ファイルが登録されて
いない場合、［（未登
録）］と表示されます。

• 音楽ＣＤから再生：
CD-DAのトラックを
BGMに設定します。

スライド
ショー

スライドショーを再生し
ます。

回転（左） 写真を左回りに 90度回
転させます。

回転（右） 写真を右回りに 90度回
転させます。
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設定

本機の設定を変更する
本機の設定を変更したいときは、ホー
ムメニューの （設定）を選んでくだ
さい。
お買い上げ時の設定は、下線がついて
いる項目です。 ネットワーク

アップデート
ネットワークアップデートを行うとき
は、ACアダプターをつないでくださ
い。
［はい］を選んでネットワークに接続
し、本機のソフトウェアを最新の状態
にアップデートします。

ちょっと一言
• 2か月に 1回程度を目安にネットワーク
アップデートを行うことをおすすめしま
す。

• アップデートの情報については、以下の
ホームページでご確認ください。
http://www.sony.jp/portable-player/

• ネットワークアップデートが完了するま
で、ACアダプターを取りはずさないでく
ださい。

• ネットワークアップデートを始める前に、
バッテリーが充電されているか確認してく
ださい。

1 </,を押して、ホームメ
ニューの （設定）を選ぶ。

2 M/mを押して設定カテゴリーの
アイコンを選び、ENTER（決
定）ボタンを押す。

アイコン 説明

ネットワークアップデート
（22ページ）
本機のソフトウェアをアッ
プデートします。

映像設定（23ページ）
映像に関する設定をしま
す。

音声設定（24ページ）
音声に関する設定をしま
す。

BD/DVD視聴設定（25
ページ）
BDや DVDを視聴すると
きの詳細設定をします。

視聴年齢制限設定（26
ページ）
視聴制限の詳細設定をしま
す。

本体設定（26ページ）
本体全般の設定をします。

通信設定（27ページ）
ネットワークなど通信の詳
細設定をします。

設定初期化（27ページ）
お買い上げ時の状態に戻し
ます。

ご注意

アイコン 説明
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映像設定
テレビタイプ

画面モード

DVDワイド映像表示

シネマ変換モード

HDMI/LCD映像解像度
通常は［自動］を選んでください。
ディスクに記録された解像度で出力す
るときは、［オリジナル解像度］を選ん
でください。解像度が SD解像度より
低い場合、SD解像度にして出力され
ます。

ちょっと一言
解像度の設定を変えたあとで、つないだテレ
ビの画面に何も表示されなくなった場合は、
変える前の設定に戻してください。

BD/DVD-ROM 1080/24p出力

HDMI OUT（出力）端子から 24pの映像信
号が出力されているときは、液晶画面に何も
表示されません。

16：9 ワイドテレビまたはワイ
ドモード機能が搭載され
ているテレビとつなぐと
き、この設定を選んでく
ださい。

4：3 画面サイズが 4：3でワ
イドモード機能が搭載さ
れていないテレビとつな
ぐとき、この設定を選ん
でください。

オリジナル ワイドモード機能が搭載
されているテレビとつな
ぐとき、この設定を選ん
でください。ワイドテレ
ビでも 4：3映像を常に
16：9で表示します。

横縦比固定 映像の横縦比は維持した
まま、映像サイズをテレ
ビの画面サイズに合わせ
て変更します。

レターボッ
クス

ワイド映像を横長のまま
表示し、画面の上下は黒
く表示します。

パンスキャ
ン

ワイド映像の左右を自動
的にカットしてテレビ画
面全体に表示します。

自動 通常はこの設定にしてく
ださい。ビデオ素材と
フィルム素材の違いを本
機が検出し、自動で素材
に合わせた変換方法に切
り換えます。

ビデオ 記録されている映像素材
にかかわらず、常にビデ
オ素材用の変換方法で映
像を変換します。

自動 1080/24p対応のテレビ
に HDMI接続していると
き、HDMI OUT（出力）
端子から 1920×
1080p/24 Hzの映像信号
を出力します。

切 お使いのテレビが 1080/
24pに対応していないと
き、この設定を選んでく
ださい。

ご注意

, 次のページにつづく
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HDMI映像出力フォーマット

一時停止モード

音声設定
HDMI音声出力

BD音声MIX設定

DTS Neo:6

オーディオ DRC

自動 お使いのテレビの種類に
応じて、自動で映像信号
の色空間を設定します。

YCbCr
（4:2:2）

YCbCr 4:2:2の映像信号
を出力します。

YCbCr
（4:4:4）

YCbCr 4:4:4の映像信号
を出力します。

RGB RGBの映像信号を出力し
ます。

自動 通常はこの設定にしてく
ださい。動きの大きい被
写体の映像がぶれずに表
示されます。

フレーム 動きの少ない被写体の映
像が高い解像度で表示さ
れます。

自動 通常はこの設定にしてく
ださい。本機につないだ
HDMI機器の状態に応じ
て、最適な音声信号を出
力します。

PCM HDMI OUT（出力）端子
から PCM信号を出力し
ます。

入 セカンダリーオーディオ・
インタラクティブオー
ディオが含まれる BDを
再生するとき、それらを
混合して出力します。

切 プライマリーオーディオ
のみ出力します。HD音
声信号を AVアンプに出
力したいとき、この設定
を選んでください。

シネマ DTS Neo:6のシネマモー
ド処理を行います。つな
いだ機器の性能に応じて、
2チャンネルの音源を擬
似マルチチャンネルにデ
コードし、HDMI OUT
（出力）端子から出力しま
す。

ミュージッ
ク

DTS Neo:6のミュージッ
クモード処理を行います。
つないだ機器の性能に応
じて、2チャンネルの音
源を擬似マルチチャンネ
ルにデコードし、HDMI 
OUT（出力）端子から出
力します。

切 音源のチャンネル数を維
持したまま、HDMI OUT
（出力）端子から出力しま
す。

自動 ディスクによって定めら
れたダイナミックレンジ
で再生します（BD-ROM
のみ）。他のディスクの場
合、［入］と同じ音になり
ます。

入 標準的な音になります。
切 迫力のある音になります。
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ダウンミックス

*1 ドルビーラボラトリーズからの実施権に
基づき製造されています。
Dolby、ドルビー、ProLogic及びダブル
Ｄ記号はドルビーラボラトリーズの商標
です。

*2 DTSおよび記号はDTS, Inc.の登録商標で
す。そして、DTS-HD、DTS-HD 
Master Audio、および DTSロゴは
DTS, Inc.の商標です。
Manufactured under license under 
U.S. Patent #’s: 5,451,942; 
5,956,674; 5,974,380; 5,978,762; 
6,226,616; 6,487,535; 7,212,872; 
7,333,929; 7,392,195; 7,272,567 & 
other U.S. and worldwide patents 
issued & pending. DTS and the 
Symbol are registered trademarks, & 
DTS-HD, DTS-HD Master Audio, and 
the DTS logos are trademarks of 
DTS, Inc. Product includes software. 
© DTS, Inc. All Rights Reserved.

BD/DVD視聴設
定
BD/DVDメニュー言語
BD-ROM/DVDビデオメニューに表示
する言語を設定します。
［言語コード指定］を選んだときは、言
語コードを入力する画面が表示されま
す。「言語コード一覧」（35ページ）を
参照して、言語コードを入力してくだ
さい。

音声言語
BD-ROMや DVDビデオ再生時の音
声の言語を設定します。
［オリジナル］を選ぶとディスクに記録
されている優先言語が選ばれます。
［言語コード指定］を選んだときは、言
語コードを入力する画面が表示されま
す。「言語コード一覧」（35ページ）を
参照して、言語コードを入力してくだ
さい。

字幕言語
BD-ROMや DVDビデオに記録され
ている字幕の言語を設定します。
［言語コード指定］を選んだときは、言
語コードを入力する画面が表示されま
す。「言語コード一覧」（35ページ）を
参照して、言語コードを入力してくだ
さい。

BDハイブリッドディスク再生層

BDインターネット接続

サラウンド サラウンド効果のかかっ
た音声信号を出力します。
ドルビーサラウンド（プ
ロロジック）*1または
DTS Neo:6*2対応のオー
ディオ機器につないでい
るとき、この設定を選ん
でください。

ステレオ サラウンド効果のかかっ
ていない音声信号を出力
します。ドルビーサラウ
ンド（プロロジック）ま
たは DTS Neo:6に対応
していないオーディオ機
器につないでいるとき、
この設定を選んでくださ
い。

BD BD層を再生します。
DVD/CD DVD層または CD層を再

生します。

許可する 通常はこの設定にしてく
ださい。

許可しない インターネット接続を禁
止します。
25
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視聴年齢制限設定
暗証番号設定
視聴制限のための暗証番号を設定また
は変更できます。暗証番号を設定する
と、視聴制限がある BD-ROMまたは
DVDビデオの視聴や再生を制限できま
す。必要に応じて、BD-ROMまたは
DVDビデオに、違う制限レベルを設定
できます。

視聴年齢制限使用地域
BD-ROMまたは DVDビデオには、
住んでいる国や地域によって、シーン
の視聴を制限できるものがあります。
制限されたシーンをカットしたり、別
のシーンに差し換えて再生します。画
面の指示にしたがって、4桁の暗証番
号を入力してください。

BD視聴年齢制限
BD-ROMには、見る人の年齢によっ
て、シーンの視聴を制限できるものが
あります。制限されたシーンをカット
したり、別のシーンに差し換えて再生
します。画面の指示にしたがって、4
桁の暗証番号を入力してください。

DVD視聴年齢制限
DVDビデオには、見る人の年齢によっ
て、シーンの視聴を制限できるものが
あります。制限されたシーンをカット
したり、別のシーンに差し換えて再生
します。画面の指示にしたがって、4
桁の暗証番号を入力してください。

本体設定
HDMI機器制御

ちょっと一言
テレビやその他の機器の設定について詳しく
は、テレビや機器の取扱説明書をご覧くださ
い。

HDMI機器制御 テレビ電源切連動

自動電源オフ

自動画面表示

入 以下のブラビアリンクの
機能が使えます。
–ワンタッチプレイ
–電源オフ連動

切 HDMI機器制御による相
互制御ができません。

入 つないだテレビがスタン
バイ状態になると、本機
および HDMI対応機器の
電源も自動的に切れます
（ブラビアリンク）。

切 電源は自動的に切れませ
ん。

入 ［自動電源オフ］機能を有
効にします。何も操作さ
れないまま 30分が経過
すると、自動的にスタン
バイ状態になります。

切 電源は自動的に切れませ
ん。

入 タイトルが変わるときや、
映像モードや音声信号が
変わるときに画面上でそ
の情報を自動的に表示し
ます。

切 DISPLAY（ディスプレ
イ）ボタンが押されたと
きのみ、情報を表示しま
す。
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スクリーンセーバー

ソフトウェアアップデート通知

本体情報
本機のソフトウェアのバージョンと、
MACアドレスを確認できます。

通信設定
ネットワーク設定
前もって本機をネットワークにつない
でください。詳しくは、「ネットワーク
につなぐ」（16ページ）をご覧くださ
い。

ネットワーク接続診断
ネットワークに正しくつながっている
か、接続診断をします。

設定初期化
お買い上げ時の状態に設定
各設定ごとにお買い上げ時の設定に戻
します。選んだ設定のすべての項目が
お買い上げ時の設定に戻るので、ご注
意ください。

入 スクリーンセーバーを有
効にします。ホームメ
ニューなど再生映像以外
の画面を表示していると
き、何も操作されないま
ま 10分が経過すると、
画面保護のためスクリー
ンセーバーを表示します。

切 スクリーンセーバーを表
示しません。

入 ソフトウェアの更新情報
をお知らせします（22
ページ）。

切 ソフトウェアの更新情報
をお知らせしません。

接続状態を
確認する

現在のネットワークの状
態を表示します。

有線 LAN設
定

ブロードバンドルーター
に直接つなぐとき、この
設定を選んでください。
27
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その他

故障かな？と思ったら
本機を使用しているときに以下のよう
な症状が起きたら、修理に出す前にこ
の項を参考にして点検してください。
それでも正常に動作しないときは、ソ
ニーの相談窓口（裏表紙）へお問い合
わせください。

電源が入らない。 
, ACアダプターがしっかり差し込まれ
ているか確認してください（14ペー
ジ）。

, バッテリーが充電されているか確認し
てください（14ページ）。

, 以下の手順で再起動してください。
[/1/HOLD（電源／ホールド）ス
イッチを [/1（電源）方向にスライド
し、そのまま 10秒間押し続けてくだ
さい。その後、もう一度電源を入れて
ください。

バッテリーが充電されない、充電に
時間がかかる。
, 極端に寒い所や暑い所では、ACアダ
プターをつないでいても CHARGE
（充電）ランプが点滅することがあり
ます。周囲の温度を 5℃～ 35℃の環
境で充電してください。

, 電源を入れたまま充電すると充電に時
間がかかります。電源を切ってから充
電してください。

, 本機を1年以上使用していなかった場
合、電池の劣化の可能性があります。
ソニーの相談窓口（裏表紙）にお問い
合わせください。

映像が出ない、乱れる。
, 本機に映像／音声ケーブルがつないで
あると、液晶画面の映像は標準画質で
表示されます。液晶画面で高画質のデ
ジタル映像を楽しむには、映像／音声
ケーブルを抜いてください。

, 市販のBDのデジタルコンテンツの中
には、本機を映像／音声ケーブルでつ
ないでいると液晶画面に表示できない
ものもあります。

, HDMI OUT（出力）端子から 24pの
映像信号を出力しているときは、液晶
画面に映像が出ません。［映像設定］
の［BD/DVD-ROM 1080/24p出
力］を［切］に設定してください
（23ページ）。

液晶画面に黒い点が現れたり、赤や
青、緑の点が消えない。
, 液晶画面の性質上発生するものであ
り、故障ではありません。

音が出ない。
, 次のときは、音は出ません。

– 一時停止中
– スロー再生中
– 早送り再生中または早戻し再生中

ドルビーデジタルプラスやドルビー
TrueHD、DTS-HD High 
Resolution Audio、DTS-HD 
Master AudioなどのHD音声が
ビットストリームで出力されない。
,［音声設定］の［BD音声MIX設定］
を［切］に設定してください（24
ページ）。

電源

映像

音声



そ
の
他

インタラクティブオーディオが出力
されない。
,［音声設定］の［BD音声MIX設定］
を［入］に設定してください（24
ページ）。

サウンドモードが切り換えられない。
, 本機の AUDIO IN/OUT（音声入力／
出力）端子に映像／音声ケーブルがつ
ないであると、サウンドモードは［ス
タンダード］に固定されます。本機で
サウンドモードを楽しむときは、映像
／音声ケーブルを抜いてください。

ディスクを再生できない。
, ディスクが汚れていないか、または歪
んでいないか確認してください。

, カチッと音がするまでディスクがはめ
込まれているか確認してください
（18ページ）。

, ディスクが裏返しに入っていないか確
認してください。再生面を下にしてく
ださい。

, 本機で再生できるフォーマットのディ
スクか確認してください（32ペー
ジ）。

, 他機で録画されたディスクを再生する
ときは、正しくファイナライズされて
いるか確認してください。

, BDや DVDの地域番号（リージョン
コード）が本機で再生できる番号か確
認してください（33ページ）。

ディスクの回転が止まらない。
, x（停止）ボタンを押しただけでは、
ディスクの回転は止まりません。

, ディスクぶたを開けてからディスクの
回転が完全に止まるまでに時間がかか
ります。

再生までに時間がかかる。
, ディスクによっては、再生開始までに
時間がかかります。

再生が最初から始まらない。
, OPTIONS（オプション）ボタンを押
して、［始めから再生］を選んでくだ
さい。

再生が前回停止した位置から始まら
ない。
, 以下の場合、ディスクによってはつづ
き再生が解除されます。
– ディスクぶたを開けたとき
– USB機器を取りはずしたとき
– ほかのコンテンツを再生したとき
– 本機の電源を切ったとき
–［設定］で本機の設定を変更したと
き

, ディスクによっては、つづき再生でき
ないものもあります。

操作ボタンが働かない。
, [/1/HOLD（電源／ホールド）ス
イッチが HOLD（ホールド）方向に
設定されていないか確認してくださ
い。

, 本機の内部が結露していることがあり
ます。結露がなくなるまで、そのまま
放置してください（6ページ）。

, 以下の手順で再起動してください。
[/1/HOLD（電源／ホールド）ス
イッチを [/1（電源）方向にスライド
し、そのまま 10秒間押し続けてくだ
さい。その後、もう一度電源を入れて
ください。

ディスク

その他

, 次のページにつづく
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つながれた USB機器が認識されな
い。
, USB機器が正しくUSB端子につなが
れているか確認してください。

, USB機器またはケーブルの端子が傷
んでいないか確認してください。

, USB機器の電源が入っているか確認
してください。

, USBハブを通してUSB機器をつない
でいる場合、本機に直接 USB機器を
つないでみてください。

本機がネットワークにつながらない。
, ネットワークの接続を確認し（16
ページ）、設定を確認してください
（27ページ）。

本機の電源を入れると、［ネットワー
ク上に新しいソフトウェアバージョ
ンが見つかりました。「ネットワーク
アップデート」からアップデートを
行ってください。］というメッセージ
が表示される。
, 新しいソフトウェアバージョンに更新
するため、「ネットワークアップデー
ト」（22ページ）をご覧ください。

映像が出ない、乱れる。
, 接続ケーブルのプラグがしっかり差し
込まれているか確認してください。

, テレビを本機につないでいる入力
（「ビデオ」など）に切り換えてくださ
い。

, HDMI接続のときは、以下を試してく
ださい。1本機の電源を切り、もう
一度電源を入れてください。2接続
機器の電源を切り、もう一度電源を入
れてください。3HDMIケーブルを
抜き、もう一度差し込んでください。

, 著作権保護機能に対応していないDVI
機器と HDMI OUT（出力）端子をつ
ないでいないか確認してください。

, HDMI接続のときは、［映像設定］の
［HDMI/LCD映像解像度］の設定が
正しいか確認してください（23ペー
ジ）。

, BD-ROMを再生しているときは、
［映像設定］の［BD/DVD-ROM 
1080/24p出力］の設定が正しいか
確認してください（23ページ）。

, 本機に映像／音声ケーブルがつながっ
ていると、HDMI接続したテレビで
も標準画質の映像が表示されます。
HDMI接続したテレビで高画質のデ
ジタル映像を楽しむには、映像／音声
ケーブルを抜いてください。

音が出ない、正しく音が出ない。
, 接続ケーブルのプラグがしっかり差し
込まれているか確認してください。

, HDMI接続のときは、以下を試してく
ださい。1本機の電源を切り、もう
一度電源を入れてください。2接続
機器の電源を切り、もう一度電源を入
れてください。3HDMIケーブルを
抜き、もう一度差し込んでください。

USB機器

ネットワーク接続

接続
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, HDMI OUT（出力）端子に DVI機器
がつながれていないか確認してくださ
い。DVI端子は音声信号を受け付け
ません。

, HDMI OUT（出力）端子につないで
いる機器が、本機の音声フォーマット
に対応しているか確認してください。
本機の音声設定を確認してください
（24ページ）。

, HDMI接続のときは、［音声設定］の
［HDMI音声出力］を［自動］に設定
してください（24ページ）。

, HDMIケーブルと映像／音声ケーブル
を同時につないでいるときは、
AUDIO IN/OUT（音声入力／出力）
端子から音声信号が出力されません。
映像／音声ケーブルでつないだ機器の
音声を楽しむには、HDMIケーブル
を抜いてください。

, サウンドモードの切り換えは、本機の
スピーカーおよびヘッドホン端子から
出力される音声に対してのみ有効で
す。HDMI OUT（出力）端子および
AUDIO IN/OUT（音声入力／出力）
端子から出力される音声は［スタン
ダード］になります。

［HDMI機器制御］機能が働かない
（ブラビアリンク）。
,［HDMI機器制御］が［入］になって
いるか確認してください（26ペー
ジ）。

, HDMI接続を変更したときは、本機の
電源を切り、もう一度電源を入れてく
ださい。

, 停電があったときは、［HDMI機器制
御］を一度［切］にし、その後［入］
に再設定してください（26ページ）。

, 以下を確認し、接続機器の取扱説明書
をご覧ください。
– 接続機器が［HDMI機器制御］機能
に対応している。

– 接続機器の［HDMI機器制御］機能
の設定が正しい。

電源オフ連動が機能しない（ブラビ
アリンク）。
,［HDMI機器制御］または［HDMI機
器制御 テレビ電源切連動］が［入］
に設定されているか確認してください
（26ページ）。

ブラビアリンク（HDMI機
器制御）
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主な仕様
システム
形式：ブルーレイディスク /DVDプレー
ヤー

信号方式：JEITA 標準、NTSC カラー方
式

入力／出力端子
VIDEO IN/OUT（映像入力／出力）：
ミニジャック

AUDIO IN/OUT（音声入力／出力）：
ステレオミニジャック

PHONES（ヘッドホン）A、B：
ステレオミニジャック

USB端子：
Aタイプ（USBメモリー、メモリー
カードリーダー、デジタルスチルカメ
ラ、およびデジタルビデオカメラ接続
用）

HDMI OUT（出力）端子：
19ピン標準コネクター

LAN（100）端子：
100BASE-TX

液晶画面
パネルサイズ：26 cm／ 10.1インチ
（対角）

駆動方式：TFTアクティブ・マトリック
ス

解像度：1024× 600

電源・その他
電源：

DC 14.3 V 1.6 A（AC アダプター／
カーアダプター）

消費電力：
15 W（ヘッドホン使用時および BD-
ROM再生時）

最大外形寸法：
259× 204× 40.2 mm
（幅×奥行き×高さ）最大突起含む

本体質量：
約 1.53 kg

許容動作温度：
5℃～ 35℃

許容動作湿度：
25%～ 80%

ACアダプター：AC 100-240 V、
50/60 Hz

カーアダプター：DC 12 V

付属品
「付属品を確認する」（14ページ）をご覧
ください。

本機の仕様および外観は、改良のため予
告なく変更することがありますが、ご了
承ください。

*1 BDは新しい規格で日々進化を続けている
ため、ディスクの種類やバージョンに
よっては再生できない場合があります。
音源や出力端子、音声設定などにより出
力される音質が異なります。

*2 本製品は Ver.2.1の BD-RE、Ver.1.1、
Ver.1.2および Ver.1.3の BD-R（LTH
を含む）に対応しています。
パソコンで記録した BD-Rを本機で再生
するには、追記不可能な状態で書き込ま
れている必要があります。

*3 レコーダーやパソコンで記録したCDまた
は DVDを本機で再生するには、終了情報
を記録するファイナライズ処理がされて
いることが必要です。詳しくは、記録し
た機器の取扱説明書をご覧ください。

再生できるディスク

BD*1 BD-ROM
BD-R*2/BD-RE*2

DVD*3 DVD-ROM
DVD-R/DVD-RW
DVD+R/DVD+RW

CD*3 CD-DA（音楽 CD）
CD-ROM
CD-R/CD-RW
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再生できないディスク
• カートリッジ型 BD
• Blu-ray 3Dディスクまたは3Dの映像が
記録された BD

• BDXL
• AVCREC方式やHD Rec規格で記録さ
れた DVD

• DVD-RAM
• HD DVD
• DVDオーディオ
• フォト CD
• CD EXTRAのデータ部分
• VCD／スーパー VCD
• スーパーオーディオ CDの HD層
• DualDiscの音楽専用面
• 本機の映像方式（NTSC）と異なる映像
方式（PALなど）で記録されたディスク

ディスクについてのご注意
本機は、コンパクトディスク（CD）規
格に準拠したディスクの再生を前提と
して設計されています。DualDisc及び
著作権保護技術を採用する一部の音楽
ディスクはコンパクトディスク（CD）
規格に準拠していないことから、本製
品では再生できない場合があります。

BD/DVD再生時の操作について
BD/DVD再生時の操作は、ソフトウェ
アで決められている場合があります。
本機は BD/DVDのソフトウェアにし
たがって再生するため、いくつかの機
能が使えないことがあります。

2層BDや 2層DVDの再生について
レイヤー（層）が切り換わるときに映
像および音声が一瞬途切れることがあ
ります。

リージョンコードについて（BD-
ROM/DVDビデオのみ）
著作権保護を目的に設けられた制度で
す。市販の BD-ROMおよび DVDビ
デオのパッケージには販売地域によっ
て、地域番号が表示されています。

地域番号に「A」が含まれる BD-ROM
は本機で再生可能です。

地域番号に「All」または「2」が含ま
れる DVDビデオは本機で再生可能で
す。

ビデオ

ミュージック

フォト

*1 デジタル著作権管理（DRM）などで保護
されたファイルは再生できません。

*2 本機はデジタルビデオカメラなどで記録
された AVCHD規格の映像を再生できま
す。AVCHD規格で記録されたディスク
を再生するには、正しくファイナライズ
処理がされていることが必要です。

*3 ロスレスなどでエンコードされたファイ
ルは再生できません。

再生できるファイルの種類

フォーマット 拡張子
MPEG-1 Video/
PS*1

MPEG-2 Video/
PS、TS*1

「.mpg」、
「.mpeg」、
「.m2ts」、「.mts」

MPEG-4 AVC*1 「.mkv」、「.mp4」、
「.m4v」、「.m2ts」、
「.mts」

WMV9*1 「.wmv」、「.asf」
AVCHD *2

フォーマット 拡張子
MP3 (MPEG-1 
Audio Layer III)

「.mp3」

AAC*1*3 「.m4a」
WMA9 
Standard*1*3

「.wma」

LPCM 「.wav」

フォーマット 拡張子
JPEG 「.jpg」、「.jpeg」

ALL

, 次のページにつづく
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• ファイルのフォーマットや圧縮状況、録画
状態によって再生できないことがあります。

• パソコンで記録または編集したファイルは
再生できないことがあります。

• 本機はBD/DVD/CDまたはUSB機器内の、
以下のファイルおよびフォルダーを認識し
ます。
– 3階層目までのフォルダー
– 1つの階層にある500番目までのファイル
ファイルやフォルダーの数は状況によって
異なります。

• USB機器によっては、本機で再生できな
いことがあります。

• 本機は、フラッシュメモリーなどのマスス
トレージクラス（MSC）機器、静止画像
キャプチャデバイスクラス（SICD）機器
を認識します。

• データの破損や消滅を防ぐために、USB
メモリーや USB機器を抜き差しするとき
は、本機の電源を切ってください。

• データ CD上の高ビットレートのビデオ
ファイルは、なめらかに再生できないこと
があります。データ DVD上で再生するこ
とをおすすめします。

• 本機は、無許諾の BD/DVD（海賊版等）
の再生を制限する機能を搭載しており、こ
のようなディスクを再生することはできま
せん。

• AVCHDおよびAVCHDロゴはパナソニッ
ク株式会社とソニー株式会社の商標です。

• Javaおよびすべての Java関連のマーク
は、Oracle Corporation及びその子会
社、関連会社の米国及びその他の国におけ
る登録商標です。文中の社名、商品名等は
各社の商標または登録商標である場合があ
ります。

•“ ”、“xross media bar”および
“XMB”は、ソニー株式会社および株式会
社ソニー・コンピュータエンタテインメン
トの商標です。

• HDMI®、HDMIロゴ、および High-
Definition Multimedia Interfaceは、
HDMI Licensing LLCの商標もしくは米
国およびその他の国における登録商標です。

• Blu-ray Discは商標です。
• Blu-ray Disc、DVD+RW、DVD-RW、

DVD+R、DVD-R、DVDビデオおよび
CDのロゴは商標です。

• BD-LIVE（BDライブ）と BD-LIVEロゴ、
BONUSVIEW（ボーナスビュー）は、
Blu-ray Disc Associationの商標です。

•“ブラビアリンク”および“BRAVIA 
Link™”は、ソニー株式会社の商標です。

•“ブラビア プレミアムフォト”および“ブ
ラビアプレミアムフォト”は、ソニー株式
会社の商標です。

• 本機はFraunhofer IISおよびThomsonの
MPEG Layer-3オーディオコーディング
技術と特許に基づく許諾製品です。

• この製品は Verance Corporation（ベラ
ンス・コーポレーション）のライセンス下
にある占有技術を含んでおり、その技術の
一部の特徴は米国特許第 7,369,677号な
ど、取得済みあるいは申請中の米国および
全世界の特許や、著作権および企業秘密保
護により保護されています。Cinaviaは
Verance Corporationの商標です。
Copyright 2004-2010 Verance 
Corporation. すべての権利は Verance
が保有しています。リバース・エンジニア
リングあるいは逆アセンブルは禁じられて
います。

• Windows Mediaは米国および／またはそ
の他の国におけるMicrosoft 
Corporationの登録商標または商標です。
本製品にはMicrosoftの知的財産権の対象
である技術が含まれています。Microsoft
から使用許諾を得ることなく、この技術を
本製品以外で使用または頒布することは禁
じられています。

• 本製品に搭載されているフォントの内、新
ゴ R、新丸ゴ Rの各書体は株式会社モリ
サワより提供を受けており、これらの名称
は同社の登録商標または商標であり、フォ
ントの著作権も同社に帰属します。

• その他、本書に記載されているシステム
名、製品名は、一般に各開発メーカーの登
録商標あるいは商標です。なお、本文中で
は™、®マークは省略している場合があり
ます。

ご注意

著作権／商標について
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詳しくは、「BD/DVD視聴設定」（25ページ）をご覧ください。
言語名表記は ISO639：1988（E/F）に準拠しています。

詳しくは、「視聴年齢制限使用地域」（26ページ）をご覧ください。

言語コード一覧

コード 言語

無指定

地域コード一覧

コード、地域

2044、Argentina
2047、Australia
2046、Austria
2057、Belgium
2070、Brazil
2090、Chile
2092、China
2093、Colombia
2115、Denmark
2165、Finland
2174、France
2109、Germany
2200、Greece

2219、Hong Kong
2248、India
2238、Indonesia
2239、Ireland
2254、Italy
2276、Japan
2304、Korea
2333、Luxembourg
2363、Malaysia
2362、Mexico
2376、Netherlands
2390、New Zealand
2379、Norway

2427、Pakistan
2424、Philippines
2428、Poland
2436、Portugal
2489、Russia
2501、Singapore
2149、Spain
2499、Sweden
2086、Switzerland
2543、Taiwan
2528、Thailand
2184、United Kingdom
35
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保証書とアフターサー
ビス

• この製品には保証書が添付されていま
すので、お買い上げの際にお買い上げ
店でお受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確
かめのうえ、大切に保存してくださ
い。

• 保証期間は、お買い上げ日より 1年間
です。

調子が悪いときはまずチェックとご
相談を
「故障かな？と思ったら」の項を参考に
して、故障かどうかを点検してくださ
い。

それでも具合が悪いときはソニーの
相談窓口へ
ソニーの相談窓口（裏表紙）へご相談
になるときは、次のことをお知らせく
ださい。
• 故障の状態：できるだけ詳しく
• 型名：BDP-SX1
• 再生していたディスクのタイトル名
• 再生していたディスクの種類：BD-

ROM、DVDビデオ、BD-RE、BD-
R、DVD-RW、DVD-Rなど

• つないでいるテレビのメーカーと型名
• 購入年月日
• お買上げ店

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させ
ていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、
ご要望により有料修理させていただき
ます。

部品の保有期間について
当社ではポータブルブルーレイディス
ク /DVDプレーヤーの補修用性能部品
（製品の機能を維持するために必要な部
品）を製造打ち切り後最低 6年間保有
しています。ただし、故障の状況その
他の事情により、修理に代えて製品交
換をする場合がありますのでご了承く
ださい。

部品の交換について
この製品は、修理の際に交換した部品
を再生、再利用する場合があります。
その際、交換した部品は回収させてい
ただきます。

本機を廃棄するときの
ご注意

本機に内蔵されている充電式電池は、
リサイクルできます。
廃棄する場合は、一般ごみとして廃棄
せず、地方自治体の条例などに従って
処分してください。
リサイクルにご協力いただける場合は、
充電式電池の取りはずしをお客様自身
では行わず、ソニーの相談窓口（裏表
紙）にご相談ください。

保証書

アフターサービス
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ブルーレイディスク /DVDプレーヤーホームページ
本機に関するさまざまな情報を確認できます。
操作情報などについて知りたいときは、以下のホームページをご覧くだ
さい。
http://www.sony.jp/portable-player/

本体ソフトウェアのアップデートについて
本体ソフトウェアは、機能向上のため、アップデートされる可能性があ
ります。
アップデートの情報については、以下のホームページをご覧ください。
http://www.sony.jp/portable-player/

「Q&A」ホームページ
お客様からよくあるお問い合わせと解決法に関する情報を、以下のホー
ムページで確認できます。
http://www.sony.jp/support/faq.html
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